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し かし な がら ， 薩摩切子は明治 10（ 1877） 年の西南戦争で 完全に途絶え たと 考え ら れて いる。

現在製造さ れている 薩摩切子は， 昭和 60（ 1985） 年に薩摩切子ゆかり の地， 鹿児島市磯で再興さ

れたも のである。

（ ２ ） 染織品

現代では， 鹿児島県の織物と し ては， 大島紬など が知ら れている のみである が， 薩摩藩が天保

14（ 1843） 年に編纂し た『 三国名勝図会』 によ れば， 各地で多彩な織物が生産さ れていた。

鹿児島地区　 　 　 鹿児島： 青好・ 麻絹・ 絹桟留・ 絹七子・ 公素・ 紗綾・ 皺紗・ 素光綢・ 熨斗目・

太織白琥珀， 桜島： 綿布

姶良・ 伊佐地区　 加治木（ 島津）： 紙子

北薩地区　 　 　 　 鶴田： 麻， 山崎： 麻， 宮之城（ 島津）： 麻苧， 甑島： 麻絹・ 葛布・ 桟留・ 條布・

白糸・ 素光綢・ 綿絹

大隅地区　 　 　 　 花岡（ 島津）： 木綿七子織， 小根占： 木綿絨

南薩地区　 　 　 　 川辺： 條布・ 白糸， 加世田： 木綿七子織・ 木綿天鵞絨・ 綿布

日向地区　 　 　 　 綾： 麻， 倉岡： 紙子， 高岡： 紙子， 穆佐： 紙子

特に， 鹿児島城下には 10 種の絹織物が挙げら れており ， 但書に「 精巧の繪
おり

帛
もの

多し ， 府下の市坊

に織局あり ，安永五年建てら る 」 と あり ，安永５ （ 1776） 年に織局が建てら れたこ と を 伝えている 。

　 薩摩藩における 織物産業は， 幕末期に近代的な紡績業が推進さ れ， 中村紡績所や田上水車館で帆

布など の綿布生産が促進さ れる が，「 薩州見取絵図」（ 鍋島報效会蔵） には，「 和泉屋町織物場」 が

描かれており ， 絹織物などの生産も 続いていたも のと 思われる 。 また，『 忠義公史料二』 によれば，

文久３ （ 1863） 年， 富国強兵を 目的に， 京都や大坂から の絹布の買入れを 禁止し ， 国産で代用する

ために紡績局が拡張さ れている
（ 12）

。 さ ら に「 従来下町に在る 三島方の郭内にあり し を ， 更に大門

口に引遷し ， 織工・ 染工等京坂よ り 傭役し 盛大に開かれたり ， 局名を 織物所と 名称せら れたり 」 と

あっ て， 藩外から の絹布の流入を 禁止する一方， 新たに大門口に施設を 造り ， 京都や大坂から 技術

者を 雇用し て藩内での生産を 拡大さ せた。 こ の施設を 「 織物所」 と 命名し たと ある 。

表１ を みる と ，薩摩藩は，反布と し て羽二重，竜門，八丈縞，丹後縞，布，裏𥿻，絽，帯地，𥿻真田，

綸子， 繻子， 紋， 縮緬の 13 種を 出品し たこ と がわかり ， パリ 万博当時も ， 多彩な絹織物の製造が

継続し ていたこ と が裏付けら れる 。

ま た， 薩摩藩の出品リ スト によ れば， 琉球産諸品と し て細上布・ 紬縞・ 紺地木綿の織物が出品

さ れている 。 紬縞と ある のは， 沖縄諸島の久米島紬や奄美の大島紬と 考えら れる 。 細上布について

は， 薩摩藩の支配下と なっ た琉球では， 宮古・ 八重山などの先島諸島で織ら れる 苧麻を 原糸と し た

上布が藩への上納品と なっ ていた。 上納品は藍染めに限定さ れており ， 徴収さ れた上布は， 薩摩藩

によ っ て京・ 大坂・ 江戸で販売さ れ， 薩摩上布の名で世に知ら れた。 特に藍染めの紺細上布は， 高

級な夏の衣料であり ， 武士の夏の正装と し て， 裃や紋付き に薩摩上布の紺絣が流行し ， 一反４ ～５

両で販売さ れた歴史がある 。

一方，表３ のグループ４ 衣類・ 身に付けるも の（ 服飾雑貨） 部門に「 Orimenodjo」 と ある のは「 織



− 18−

物所（ 織綿所）」 と 理解でき ， 上記の織物所のこ と と 推測さ れ， ク ラ ス 27 に綿・ 生地・ 糸， ク ラ ス

31 にシルク ・ 生地・ 糸， ク ラ ス 33 にシルク ・ 金銀の刺繍が出品さ れている こ と が確認でき る。 そ

の他， 個人から も ク ラ ス 27 木綿糸・ 生地・ 各種デザイ ン， ク ラ ス 31 タ フ タ （ 平織地に横畝のある

薄い絹織物）・ ダマスク 織・ 錦織・ ちり めん・ 無地の布地・ 横糸に紙の糸を 使っ た絹の布地・ 繻子・

ビ ロ ード ・ シン プルなビ ロ ード ・ 毛の長いビ ロ ード ・ 鮮紅色の縮緬・ 白地に赤縮緬， ク ラ ス 34 に

糸まり ・ 財布数点・ 人形数点（ 衣装を 着用）・ タ バコ 用カ バン ・ パイ プ ケース・ 帽子と 靴数点など

が出品さ れており ， 極めて多彩な出品物が準備さ れたこ と が分かる 。 こ の表記は， 先の表 1 に記載

のある 日本の呼び名で記さ れた羽二重， 八丈縞， 縮緬など多種の織物を ， よ り 具体的に説明し たも

のと 解釈でき る。

（ ３ ） 金属加工品

先に述べたと おり ， 薩摩藩から は金属加工品も 出品さ れていたこ と が『 総合カ タ ロ グ』 から 判

明し た。 藩営貨幣責任者の「 シラ イ シハチザエモン」 が， 近代貨幣数点， 硬貨数点， おも り と はか

り 数点を ， 磯の集成館から は， 芸術的な青銅作品数点が出品さ れている。 特に， 青銅作品について

は，『 カ タ ロ グ１ 』 では「 銅細工」 と のみ記さ れている が，『 カ タ ロ グ２ 』 ではより 具体的に記載さ

れており ， その中には「 青銅に金を 施し た像数点」，「 青銅製の動物像数点」，「 亀と 蛇が水晶の地球

と 一緒になっ ている 岩」（ 岩に亀と 蛇がいる 青銅製の置物に， 地球に見立てた水晶の玉を 取り 合わ

せた造形物か？） と あり ，いずれも ブロン ズ（ 青銅） 製の芸術性の高い彫刻作品である こ と が分かる 。

こ れら が集成館から 出品さ れているこ と は， 島津斉彬時代の集成館事業における金属加工品は大砲

製造などの軍備を 目的と し た製造物が中心であっ たのに対し ， パリ 万博の頃には集成館事業の内容

がかなり 変化し ，幅を 広げていたこ と を 伺わせ，工芸品の製作も 充実度を 深めていたと 考えら れる 。

パリ 万博の出品物に結びつく 薩摩藩における 金属加工の事例と し て， 製鉄技術を 挙げる こ と がで

き る。 帖佐郷鍋倉村（ 現姶良市） にあっ た鍋倉製鉄所（ 帖佐鉄山） は， 天保年間（ 1830 − 44） に

創設さ れた在来技術によ る 製鉄所で， 喜入・ 知覧・ 今和泉・ 山川の砂鉄を 用いて製鉄を 行っ ていた。

嘉永４ （ 1851） 年から 磯で反射炉製造（ 集成館事業） が始まる に当たり ， 上町にあっ た鋳製方の機

能が磯に移さ れ， 鍋倉製鉄所で製造さ れた鉄のう ち， 上質品は集成館に送ら れて兵器原料と なり ，

低質品は加治木（ 現姶良市） の鍋屋などに払い下げら れたと いう 。 加治木には鋳物技術が育まれて

おり ， 同じ 鉄を 加工する 技術が大砲製造に貢献し ている 。 反射炉一号炉は嘉永６ 年に完成する が，

耐火レ ンガが鉄と と も に溶け出し ， 地下水が湧き 出すなどの状況に陥っ た。 高温を 得るためには湿

気対策が重要であっ たこ と から ， 一時は鍋を 火床に伏せるなどの対策が取ら れたと いう 。

同年には江戸の鋳物師の鋳銭座職人であっ た西村道弥が，江戸から 招聘さ れている 。 西村道弥は，

当初，加治木の鍋屋西村某の工場で，島津家伝来の茶釜「 八景釜」 の複製に当たっ ていたと 言われ，

その後， 財政を 補う ための鋳銭事業で活躍し た。

幕末期の鋳銭事業は， 文久２ （ 1862） 年， 薩摩藩主島津忠義が幕府から 銅銭鋳造の許可を 得て始

まる 。 そこ では， 琉球通宝の鋳造が行われ， 當百銭（ 大字）・ 當百銭（ 中字）・ 當百銭（ 小字）・ 當

百銭（ 広郭）・ 半朱銭があっ た。 幕府鋳造の天保通宝の銭文を 使用し ないこ と ， 領内及び琉球内に
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限り 通用する こ と などの条件があっ たが， 天保通宝と 琉球通宝は， 重さ と 形がほぼ同じ であっ たこ

と から ， 薩摩藩は， 後に禁止さ れていた天保通宝を 大量に私鋳し ている。 こ う し た鋳銭技術は， パ

リ 万博における近代貨幣や硬貨などの出品に繋がっ たと 考えら れる 。

（ ４ ） 武器・ 武具

『 総合カ タ ログ』 によ っ てパリ 万博への出品が確認さ れた最も 顕著な例は武器・ 武具であろ う 。

『 カ タ ロ グ２ 』には，刀剣，銃，兜と 鎧，関連物と し て鞍と 馬具が出品さ れている 。 谷山（ 現鹿児島市）

から 刀剣を 出品し ている 「 Nam ino hira L ioukyas」 と は，波
なみの

平
ひらゆきやす

行安のこ と と 考えら れる。 波平と は，

平安末期， 薩摩刀の淵源と なっ た波平正国を 祖と し ， 平安時代から 幕末まで 900 年間にわたっ て連

綿と 続いてき た希有な流派である 。 波平系の 63 代目， 禁裏御用も 務める 名工だっ たのが波平行安

（ 1810 − 1882） である。 また， 行安は江戸時代最後の当主であり ， 明治時代に入る と 廃刀令にも 立

ち 会っ た。 その作になる 刀剣がパリ 万博会場を 飾っ たのである 。

また，「 M asayoshi」（ まさ よ し ） と あっ て ， 鹿児島から の出品物と し て ，「 柄と 鞘に豪華な技が

施し てある 刀数点， 刀剣数点， 弓， 矢， 錐付き の銃， 銃尾を 担いで使用する 銃」 と いう 説明がある 。

薩摩刀の系統には， 鹿児島の伊地知系に正
まさよし

幸， 正
ましよし

良がいるも のの， 現段階では， パリ 万博当時の刀

工に， まさ よ し の名は確認でき ない。 と はいえ， 刀剣や弓， 矢に加えて銃と いう 多種の武器類が出

品さ れている こ と から ，藩営の武器製造所から の出品ではなかろ う か。 先に述べた鍋倉製鉄所では，

銑鉄の生産だけでなく ， 山陰地方から 招かれた鋼吹職人の手で， たたら を 用いた鋼の生産も 行われ

た。 こ れら は刀剣の原料にも なる こ と から ， 刀剣製造にも 用いら れ， 集成館事業でも 刀剣が製造さ

れていたこ と が分かっ ている。 また，「 錐付き の銃」 と は銃剣のこ と ではなかろ う か。「 銃尾を 担い

で使用する 銃」 についてははっ き り し ないが， 銃身の長いタ イ プの銃ではなかろ う か。

鎧は数点が出品さ れており ，宮廷御用達の木
きのわき

脇啓四郎の名がある。 木脇啓四郎（ 1817 − 1899） は，

嘉永５ （ 1852） 年に関東以北の武器調査を 行い， 安政３ 年から ２ 年間， 薩摩藩領内の調査を 行っ て

いる。 領内の調査は， 島津斉彬（ 1809 − 58） の命によ る も ので， 細工所絵師ら によ っ て領内の神

社や仏閣の宝物の真写が行われ， 木脇も それに加わっ ている 。 木脇家文書の中には， 啓四郎が真写

し た武器や武具の絵図が伝わっ ている
（ 13）

。 弘化４ （ 1847） 年以降，薩摩藩の甲冑製作所の主取（ 責

任者） と し て， 藩主や上級武士の鎧， 武具の製作を 担当する と と も に， 小松帯刀などの諸家に出入

り し て， その修復にも 当たっ た。 藩の甲冑製作所は， 上滑川の末川近江屋敷の前の土地（ 現在の長

田町５ 番地付近， 360 坪） にあっ た。 パリ 万博に出品さ れた鎧類も ， こ こ で製造さ れたも のであっ

たと 考えら れる。

（ ５ ） 樟脳

薩摩藩においては， 樟脳は砂糖・ 櫨蝋と と も に藩財政を 支える 重要産物であっ た。 江戸時代初

期から ヨ ーロ ッ パに輸出さ れており ，「 サツ マカ ン フ ル」 の名で， カ ン フ ル剤（ 強心剤） と し て珍

重さ れた。 その樟脳が， グループ５ 「 原材料」 のク ラ ス５ 「 森林開発商品」 と し て， 木材と と も に

出品さ れている。
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『 日本山海名物図会』
（ 14）

には， 樟脳製法と し て次のよ う な説明がある。

く すには２ 種あり ，樟は芯が赤黒く 香が強い。 楠は香が少なく ，芯は赤黒く ない。 大木が多く ，

腐る と 岩と なる。 樟脳は， 樟のかけら を 釜で煎じ てつく る。 釜の蓋は鉢で， 釜と 鉢の間に土

を 塗っ て湯気の出ないよう にし ， 蓋に付着し た露が樟脳である 。

薩摩産の樟脳製法は， 一説に， 朝鮮出兵（ 文禄慶長の役， 1592 − 98） によ り 渡来し た朝鮮陶工

の鄭宗官によ っ て伝えら れたと いう 。 江戸時代は， 樟の木片を 蒸留し ， 蓋の陶器鉢に付着し た露と

し て樟脳を 取り 出す製法が行われていた。 その後， 島津斉彬の時代に増産と 品質向上が図ら れた。

寛永 14（ 1637） 年から 15 年頃にはヨ ーロ ッ パに輸出さ れて おり ，「 サツ マ カ ン フ ル」 の名で，

１ 　 樟を チッ プにする

３ 　 甑の蒸気を 冷やし ， 樟脳と 樟脳油を 分離す
る

５ 　 圧搾機で樟脳と 樟脳油を 完全に分離し ， 樟
脳を 取り 出す

図13　 樟脳の伝統製法　 　 協力： 内野樟脳製造工場（ 福岡県みやま市）

２ 　 右の甑にチッ プを 入れ， 左の竈で火を 焚き
蒸留する

４ 　 分離さ れた樟脳（ 白い結晶） と 樟脳油

６ 　 出来上がっ た天然樟脳
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カ ン フ ル剤（ 強心剤） と し て珍重さ れた。

薩摩藩には， 樟が豊富に自生し ていたが， 貴重な建材のため御用木と なっ ており ， 樟脳用には，

長く 伐株や悪木などが充てら れていた。 栽培法が発明さ れる のは，天保 15（ 1844） 年のこ と である 。

領内の樟脳は全て藩買入れと なり ， その大部分が輸出向と なっ ていた。 日蘭貿易においては， 樟脳

は金銀に次ぐ 輸出品であり ， 元禄 14（ 1701） 年のオラ ン ダ商館の輸出向け樟脳の取扱量は， 全量

が薩摩産であっ た。 江戸前期には， 金銀を 除いて第一の輸出品が樟脳であり ， 幕末期も ， 主要な輸

出品であっ た。

こ のよ う に， 江戸時代は日本を 代表する 樟脳の産地であっ た薩摩藩である が， 現代では伝統製

法によ る生産はまっ たく 行われておら ず， 当時の製造の様子を う かがう こ と は難し い。 そこ で， 福

岡県みやま市にある 内野樟脳製造工場の工場見学を 行い， その製法を ま と めた（ 図 13）。 図 13 −

６ のあると おり ，圧搾機で取り 出し た固形の樟脳の形で，パリ 万博へと 運ばれたのではなかろ う か。

（ ６ ） 櫨蝋

江戸時代， 櫨の実から 採れる 蝋は， 和ろ う そく など に用いら れ， 薩摩藩を はじ め西国諸藩は櫨

の栽培を 奨励し ， 櫨蝋の生産・ 販売を 藩の統制下に置いて莫大な利益を 上げていた。 原料と なる 琉

球櫨（ 黄櫨） は，1500 年から 1600 年代に中国南方から 琉球経由で薩摩に伝わっ たと さ れる 。 また，

櫨栽培と 製蝋の由来は， 天正年間（ 1573 − 92） 頃， 禰
ね じ め

寝重長が櫨の苗を 領地の根占に植えさ せた

など諸説ある が， 遅く と も 寛文 14（ 1637） 年から 16 年頃には， 薩摩藩で始まっ たと さ れる 。

櫨蝋の原料と なる 琉球櫨は， 中国から 琉球を 経て薩摩へと 伝わり ， その後， 製蝋技術は， 西日

本各藩に広く 伝わっ ていっ た。

薩摩藩は， 櫨の栽培を 奨励し ， 生産・ 販売を 藩の統制下に置いて莫大な利益を 上げ， 製蝋は藩

の財政の一翼を 支えた。『 山海名物図会』（ 宝暦４ （ 1754） 年） には，「 晒蝋」 と 題し て次のよ う に

説明さ れている。

蝋は黄櫨の木の実である 。 蒸籠で蒸し ， 煮立てて臼で搗き ， 蝋と する 。 薩摩国， 備中国， 奥

州会津に多く ， その外の諸国にも あり ， 唐から も 渡っ てく る。 さ ら し 蝋は， 京都・ 大坂で右

の黄蝋を さ ら し て白蝋と し たも のである 。

精製し て漂白し た晒蝋（ 白蝋） の主要産地と し て， 薩摩国・ 備中国・ 奥州会津を 挙げている 。 櫨

蝋は， 櫨の実から 抽出さ れた「 生
き

蝋
ろう

」 と ， それを 天日にさ ら し た「 白蝋（ 晒
さらし

蝋
ろう

）」 に分けら れ， パ

リ 万博に出品さ れたのは， 長崎領事館記録に白蝋があり ，『 カ タ ロ グ２ 』 にみえる 「 植物性ワッ ク

ス」 が白蝋に当たる と 考えら れる 。 白蝋は，パリ 万博を 経て明治時代から 本格的に海外に輸出さ れ，

「 JA PA N W A X 」 の名で高く 評価さ れている 。 薩摩藩は一足早く ， パリ 万博に白蝋を 出品し たこ と

になる。

し かし ながら ， 藩政時代， 相次ぐ 増産命令と 櫨の実の収穫強制が行われたのに加え， 他の作物

の収穫期と 重なる こ と から 農業の妨げになる と し て， 明治に入ると 多く の櫨樹は伐採さ れ， 生産も

急激に下火になっ た。 結果と し て，現在の鹿児島県では櫨蝋の伝統製法はほと んど行われていない。

そこ で， 福岡県みやま市の荒木製蝋合資会社の工場見学を 行い， その製法を 図 14 と し てまと めた。
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現代の伝統製法でも ，『 山海名物図会』 と 同様， 天日に晒し て白蝋が作ら れている 。 でき たばかり

の緑色がかっ た生蝋を チッ プ状にし て天日に２ か月間ほど晒すと 白色に変化する（ 図 14 − ５ ）。 そ

れを 溶かし て不純物を 取り 除き ， 再度， 固形にし たも のが白蝋と なる 。

１ 　 櫨の実を 集める

３ 　 溶剤を 混ぜて蝋を 抽出し ， 更に溶剤と 蝋を
分離する

５ 　 生蝋（ 写真左） を ２ ヶ 月間，
　 　 天日に干し て漂白する （ 写真右）

図14　 櫨蝋の伝統製法　 　 協力： 荒木製蝋合資会社（ 福岡県みやま市）

２ 　 分離機で実と 房に分け， 実を 粉砕する

４ 　 生蝋の完成

６ 　 溶解し て不純物を除去後， 型で成
形し 白蝋が完成（ 写真は海外向け）
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おわり に

本稿では， パリ 万博において薩摩藩が獲得し た展示場の位置と ， そこ に展示さ れた出品物につ

いて考察し てき た。

薩摩藩の屋内展示場は， そも そも 琉球公国と し て， 独立国のよ う な体裁で獲得し ていた場所が，

幕府の抗議により 行われた， 幕府， 薩摩藩， パリ 万博事務局の三者協議後も そのままの形で維持さ

れたこ と から ， 幕府と その統括下で出品し た佐賀藩， 商人の区画と 通路を 挟んで向かい会う よう に

配置さ れ， 幕府などより も 広い展示区画を 獲得でき ていたと 考えら れる。

屋外展示場も 同様の事情から ，幕府と 薩摩藩が中国を 挟んで配置さ れる状況と なり ，三者協議後，

幕府と 薩摩藩が対等の立場に見えるよ う な状況に拍車を かけたと 考えら れる 。 日本国内が倒幕に向

けて幕府と 薩摩藩の対立が激化する中， パリ 万博において， 薩摩藩が幕府と の対等性を 演出し たこ

と は， 外交的な薩摩藩の勝利と 受け止める こ と ができ る 。

こ う し た状況の中， 出品さ れた薩摩藩の出品物については， こ れまで長崎領事館記録によ る目録

し か紹介さ れてこ なかっ たが， パリ 万博の帝国委員会が発行し た２ 種の『 総合カ タ ロ グ』 に薩摩藩

の出品物の全体についての記載がある こ と を 確認でき ， 薩摩藩が世界に向けて紹介し た薩摩の姿の

全体像を と ら える こ と ができ た。 その結果，「 薩摩と 琉球の産物」と いう パリ 万博の出品物の特徴を ，

改めて肯定でき る こ と が確認でき た。 それに加えて， こ れまで知ら れてこ なかっ た出品物やその製

造場所や責任者などを 明ら かにするこ と ができ た。

パリ 万博で は， 薩摩焼が高い評価を 得たこ と で知ら れる が， 数量は不明である も のの， 決し て

薩摩焼に偏っ た出品ではなく ， パリ 万博の展示区分に沿っ て， 当時の薩摩で生産さ れていたあら ゆ

る 工芸品や産物が幅広く 出品さ れていたこ と が分かっ た。 特に， 近代化事業が行われていた集成館

事業に関わる 人物や組織が出品し ている こ と から ， 単に伝統的なも のではなく ， 海外も 意識し つつ

近代化の中で製造さ れていた， 当時の最先端の工芸的なも のなどが出品さ れていたこ と が確認でき

た。 こ う し た状況から は， 薩摩藩が領国内の工芸品や産物を 海外への輸出を 視野に選定し たこ と が

伺える のではなかろ う か。
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